
障害当事者講師養成研修受講生募集
全３日間

地域の人たちに「障害」を理解してもらうために、「障害」を
社会モデルで捉え、伝えていくことができる当事者講師を養成
するための研修です。

調布市福祉人材育成センター

第３回

場所（どこで） 参加費

５人調布市こころの健康
支援センター本館

無料
（０円） ※面接と選考があります

定員（参加できる人数）

042-452-8180 午前９時-午後５時まで（月～金）

【問合せ（わからないとき）】

〒１８２－００２４　調布市布田５－４６－１　調布市こころの健康支援センター内

※社会モデルとは・・・・障害者が日常生活又は社会生活で受ける様々な制限は、
心身の機能の障害のみに起因するものでなく、社会における様々な障壁と相対する
ことによって生じるものという考え方です。（内閣府HPより）

日時（いつ）

①調布市内に住んでいる、または市内で働いている障害のある方
②研修日程（３日間）のすべてに研修会場に来て参加ができる方
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対象（参加できる人※いずれも満たす人）

【時間】
  １３時～１７時
（日によって違います）
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本研修は、障害当事者講師として、企業などに仕事をあっせんするものではありません。
本研修は、障害当事者講師として、派遣先を必ず紹介するものではありません。
講義実施中、進行を妨げる発言や行為があった場合、途中で退席や受講を断ることがあります。
講義に配慮が必要な場合は、申込書に記入してください。

予約調整フォームより、申込のための
来館希望日を予約してください。
後日、来館日時をご案内します。
（ご希望の重複などにより、調整でき
ない場合があります）

01

窓口で申込受付

02

予約した日時に必要事項を記入した「申
込書」と障害者手帳を持って（手帳がな
い方は不要）福祉人材育成センターの窓
口に来てください。（２０分程度の面接
があります）

★研修が受講できるかどうかは選考で決まります。（選考理由は非公開です）
★「申込書」や面接の内容などについて、総合的な視点で選考を行い受講者を決定
します。（１０月中旬を予定）

※チラシの内容を必ずよく読んでから予約してください。
申込期間は９月２２日(月)～１０月３日(金)９時～１６時３０分（土日祝除く）
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カリキュラム※全日程、参加すると修了できます。
ぜ ん に っ て い さ ん か しゅうりょう

障害当事者講師がなぜ必要なのか考える。障害を社会モデルの
視点で理解する。
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自分の障害を社会モデルで理解し、伝えたいことを整理する。

模擬演習を行い、講師からコメントをもらう。他の受講生から
学ぶ。
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〇オリエンテーション
〇自己紹介
〇講義、ワーク
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〇先輩修了生の発表
〇ワーク

〇発表
〇修了式
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調布市福祉人材育成センターでは、外国籍の方・障害者・高齢者等への情報提供手段として「やさしい日本語」の活用に取り組んでいます。
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